
金賞 石飛　明莉さん

銀賞 鈴木　佑芽さん

佳作 東　咲希　さん

佳作 大林　海惺さん

佳作 松山　愛結さん

佳作 杉田　夕波さん

平和ポスター受賞者（６年生）

 

 

 

 

 

 

【全ての子ども達・教職員・保護者・地域が“安心”できる学校づくりを目指します】 

一人ひとりが“笑顔”の運動会へ 
１学期から続いた水泳学習も無事に終わらせることができました。例年に比べ、夏休みの開放プー

ルもあり、子ども達は楽しく、安全に取組むことができ、水泳学習の目標を達成できたのではないで

しょうか。そして、いよいよ運動会に向けての練習が始まります。過ごしやすい天気へ変わってきまし

たが、引続き、熱中症対策と安全面を中心に、子ども達一人ひとりが活躍できる、そして“笑顔”あふ

れる運動会を目指します。  

今年度も「枚方市平和ポスター作品展」で６年生が表彰されました。おめでとうございます！                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜丘北小だより   
「 一人ひとりが主役となり、輝き続ける学校」 

               

第７号 

９月３０日発行 

児童数 ２６８名 

 

９月27日（金）１時間目～４時間目　「桜丘北小フェスタ」　楽しい思い出がたくさんできました！



【第４７回運動会10月26日（土）】
運動会代休日：10月28日（月）
運動会延期日：10月27日（日）または30日（水）
❶延期日27日（日）が更に延期になる場合は
授業日となり４時間授業実施後、下校となります。
❷延期日３０日（水）は給食後、下校となります。
【運動会終了時まで】
ランドセル以外での登校を許可しています。
（リュック・ナップサック等両腕が空いている物）

月 日 曜日

10 1 火

10 2 水

10 3 木

10 4 金

10 5 土

10 6 日

10 7 月

10 8 火

10 9 水

10 10 木

10 11 金

10 12 土

10 13 日

10 14 月

10 15 火

10 16 水

10 17 木

10 18 金

10 19 土

10 20 日

10 21 月

10 22 火

10 23 水

10 24 木

10 25 金

10 26 土

10 27 日

10 28 月

10 29 火

10 30 水

10 31 木

校外学習（４年）　視力検査（６年）

　　令和６年度　１０月予定表
行事予定

児童集会

ほっとるうむAM

消防署見学（３年）えほんの会（２年）

諸費振替①

運動会係活動①（５年６年６H授業）ほっとるうむAM

視力検査（５年）

スポーツの日　地域防災訓練

諸費振替②　視力検査（４年）

運動会係活動②（５年６年６H授業）
視力検査（３年）ほっとるうむAM

校外学習（３年）えほんの会（１年）視力検査（２年）

視力検査（１年）

留守家庭児童会臨時開室日

運動会予備日②

ほっとるうむAM

運動会前日準備（５年６年）

第４７回運動会

運動会予備日①

代休日

１年生・２年生 ９月30日（月） キッズプラザ

３年 10月17日（木） 穂谷野外活動センター

４年生 10月10日（木） 京都市防災センター・文化パルク城陽

５年生 11月21日（木） 国立民族学博物館・ヒューモビリティワールド（ダイハツ）

６年生 11月18日（月）19日（火） 修学旅行（広島／岡山）

秋の校外学習予定

【まなびポケット運用について】
すでにお伝えしているように、１０月より学
校からの情報発信とご家庭からの「欠席・遅
刻報告等」は「まなびポケット」で運用します。
以下の確認をお願いします。
❶これまで毎日送って頂いていたロイロノー
トでの「健康観察」「出席・欠席報告」は実施
いたしません。
「欠席・遅刻」に係る内容だけを「まなびポ
ケット」（出欠連絡）で送ってください。
出席する場合は「まなびポット」で送る必要は
ありません。
❷「ミルメール」からの情報発信も「まなびポ
ケット」へ切り替わります。
❸「学校だより」「学年だより」等は紙での
配付は行わずに、「まなびポケット」（連絡帳）
へデータとして送信いたします。
ご理解とご協力の程、宜しくお願いします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校ブログ」はこちらから👇 

 

 

 

 

【桜丘北小では５つのいじめ防止の取組みを推進しています】 

1.軽微ないじめも見逃しません。 

2.教員一人で対応せず、学校組織一丸となって取組みます。 

3.相談しやすい環境の中で、いじめから子どもを守り通します。 

4.子ども達自身が、いじめについて考え、行動できるようにします。 

5.保護者の理解と協力を得て、いじめの解決を図ります。 


